









































































































































































































































































































































































































































































(23）カシュガル本は、 「妙荘厳王」 (SubhavyUharaja)であるため、「王」 (raja)を
補って訳出した。
(24）直接的に「委嘱」(anuparmdana)という語は見られないが、釈尊が菩薩に経
典を与えるということや、 「普賢菩薩勧発品」の後にある品として「嘱累品」
が想定されているのかもしれないと考えた。
(25）「嘱累品」の後半部は断片のみで欠損している部分が多い。しかし､KN483.1-5
を参照するならば如来や菩薩、声聞、四衆、神々、人間、アスラ、ガンダル
ヴァに伴われた世間の人々も、心が満たされ、世尊が言われたことを〔聞い
て〕喜んだ」という文句で「嘱累品」が終わる。 「法華経網要jの文句もこれ
にパラレルであると考えられる。
(26）カシュガル写本の中に『法華経」を受持する者が来世浄められた国土にいくと
いう表現は見られない。他の経典の影響を受けているのかもしれない。
(27）61行の詩文の後にコロフオンがあり、三人の名前があがっている。Baileyは彼
らをpatronと解釈しており、二番目の「司空」である「リヤウ」とは、本文
中の「リャウ・ウァイ・シン」であるとみなしているが、これだけの記述では
同一人物かどうか決定することは不可能である。
〈付記〉
本稿は平成25年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成果の一部であ
る。なお、身延山大学特任講師の金炳坤（慧鏡）先生からコータン語『法華経綱要」
に関する資料を頂いたのが翻訳の契機となった。また、東京大学名誉教授の熊本裕先
(73）
コータン語「法華経綱要』の試訳（片山）
生からコータン語の翻訳に関する様々な助言を頂いた。深く感謝申し上げる。
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コータン語、 『法華経綱要』、カシュガル写本、 『法華経」
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